
件 名 令和７年度第１回牧之原市地域公共交通会議 評価改善部会 

日 時 令和７年 10月１日（水）午後１時 30分～午後４時 

会 場 榛原庁舎５階庁議室 

出 席 者 別添出席者名簿 

協   議   内   容 
１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

会長：私のいる豊橋も竜巻が起きやすい地域で、平成 11 年に発生し、かなり被害が大き

かったと聞いている。今回牧之原市で起きた竜巻は、国内最大級ということで、被

害にあわれた方にお見舞い申し上げる。復旧が始まる段階だと思うが、事務局含め

て復興に尽力されているところだと思う。その中で評価改善部会の開催に向けて準

備をしていただき感謝申し上げる。 

本日の会議でも皆様からの活発な意見をいただければと思う。 

 

３ 協議 

（１）牧之原市地域公共交通計画の評価について 取組評価（資料１） 

（２）牧之原市地域公共交通計画の評価について 数値評価（資料２） 

 事務局より説明（増田） 

 

 【質疑応答】 

委員：資料２、19 ページの片浜地区に住む高校生の意見を読み、なるほどと思った。片

浜にあるカタショーは大学生が合宿をしたり泊りに来たりして、歩いて静波海岸入

口までバスに乗りに行くのを目撃している。静鉄ジャストラインさんがどういう考

えかは分からないが、特急静岡相良線を片浜に停める意向があるのであれば、榛原

病院にも停めてほしいと思う。利用者が減ってバスの最終時刻が早くなっている。

この高校生は交通事情について切実に考えている。片浜や榛原病院への乗り入れに

ついて静鉄ジャストラインさんには考えていただきたい。 

事務局：かねてから片浜に停まったら便利かと思って考えはしたが、速達性の問題や藤枝相

良線への影響が出るのではないかと思っている。 

委員：ご意見として受け止める。特急静岡相良線は「特急バス」という特性がある。片浜

への停車ができないとは言い切れないが、やることでデメリットが出てくることも

視野に入れて考えていく。 

会長：榛原病院よりも可能性としてはあると思うが、停まることによる速達性がどうなる

か。毎回停まるのが良いのか、または予約なども考えられる。可能性を考えても良

いと思う。 

委員：榛原病院の乗り入れで速達性が損なわれるというのはわかるが、浜岡営業所からの

便だけでも乗り入れてもらえたらありがたい。ドライバーの勤務時間や距離も延び

るが、全部とは言わず、毎日１、２本だけでも考えてもらいたい。榛原病院経由な

どの路線があっても良い。特急静岡相良線は浜岡まで延伸しているので考えてもら

いたい。朝と夕方・夜に乗り入れが増えれば、従業員や見舞客も利用できる。 

会長：榛原病院は迂回が入るので、どのくらいの需要があるか検討する必要がある。事務

局としては今後調査をするということである。 

委員：市民意識調査の自由意見を読むと、個人の利便性を高めるものが主たる意見。片浜

にバス停をという意見は最もだが、相対的に利用者がどれくらい増えるか。コスト

の問題も出てくる。 

市は運行経費やどれだけ赤字かを周知する必要がある。その事実を確認してもバス

停が欲しいということであれば、真摯に考えていく必要がある。個人の利便性を高

めるだけのものであれば必要ないと思う。 



会長：資料の中に収支率の記載がある。もう少し広く周知していくかどうか。 

委員：路線の形態を変えるとなると静鉄ジャストラインのほうでもバス停表示や時刻表な

ど、費用がかかる。安易に考えてできるものではないと思う。 

会長：自由意見に基づいて実施するものではなく、アイデアとして解釈するのが良い活用

方法。通学についてはひとりの意見ということもあるが、その地域から通学する足

を確保することで、地域に高校生が留まるという可能性も踏まえて検討する必要が

ある。 

副会長：市としても自動運転を考えていたが、今年の８月に八王子で実証実験の事故があっ 

た。怖いという印象も植え付けられているのではないか。自動運転の施策に影響が 

出ているのか。 

会長：事故自体は他の地域での自動運転の促進に大きな影響があるとは言えない。むしろ

他の地域でやっていく際に、安全管理がより慎重になる。自動運転を忌避するもの

ではない。ただ、自動運転で現状が改善するのは相当先になると思う。レベル４は

ドライバーがいる運転に比べて相当なコストがかかる。自動運転に切り替えて解決

できる、というふうには全くなっていない。しかし、国の補助金がつく内に牧之原

市にどんな路線が適していて課題は何かを把握していくことは大事だと思う。実証

実験を進めることには賛成だが、解決には至らないことを念頭に置いてほしい。 

委員：道路幅は自動運転の運行に影響しているのか。 

会長：大きく関係してくる。各地の実証実験の中で検証している。 

委員：自動運転は車両に電波回線が繋がって動いている？ 

会長：その通り。電波が切れたら主導に切り替わる。 

委員：遠隔で人がモニターを見ながら操作している？ 

会長：全国でやっているものについては、一定区間ではドライバーが立ってレベル４で運

行しているが、必ず遠隔監視が入る。また、公園などの閉鎖空間をレベル４周ると

いうのもある。ウーブンシティの中では可能性がある。すぐにドライバー不足を自

動運転で解消できるというものではない。 

委員：車でバス停まで行っても駐車場がないのが問題ではないか。片浜の人でも吉田町ま

で行ってバスに乗る人がいる。置く場所が近くにあればバスに乗る人が増えるので

はないか。榛原営業所にはお迎えに行く人、２台分しか止められない。相良と榛原

の両営業所の近辺に駐車場を作ってくれたら嬉しい。 

会長：パークアンドライドの施策になる。現状進んでいることがあれば事務局から説明を

お願いしたい。 

事務局：資料１の８ページに記載がある。特急静岡相良線のバスが停まるバス停の付近に

駐車場を作るということは考えてきたことだが、なかなか場所を見つけられていな

い。相良・榛原に１箇所ずつなど考えていきたい。令和８年度までの計画期間内に

は確保したいと思っている。 

委員：相良営業所の近くの農協と交渉や榛原病院からの駐車場提供の話があったかと思う

が、どうなっているのか。有料で十分なので、バス停付近の駐車場を考えてもらい

たい。地元でバスに乗ってもらうことを考えた方が良い。空港でも放置車両があ

る。有料であればそういった問題も防止できる。早急に考えていただきたい。 

事務局：農協の駐車場については、大々的に周知すると対応できないので、月極で地元の

相談があったときに貸していると聞いている。榛原病院からは、特急静岡相良線が

もう少し病院に停まるのであれば駐車場として使うことはできるとう話をいただい

ているが、増便とセットになるので、協議が止まっている。静波周辺か根松周辺で

確保できればと思っている。 

会長：パークアンドライドの場所の検討はしているか。 

事務局：市有地が良いと思うが見つけられていない。庁内で土地を買うという話まではでき

ていない。 

会長：パークアンドライドはまだ公式にはないということ。公共交通計画を改定する際にど

の辺りにパークアンドライドを設置するのか空間的に示すと良い。バスの利用者が

内緒で車を停めているということは、そこに需要があるということ。お金をとって



公式にしていくのが大事。 

事務局：地頭方の市民からも使いたいという話があった。土地確保で止まっているので検討

を進める。 

委員：コイトや三和シャッターは協力できないか。派遣の外国人が多く、バスで送り迎え

しているので、土地が余っているのではないか。 

委員：駐車場の整備をしっかりして欲しい。 

会長：バスの乗り入れがなくても停める人が多いのであれば、需要がある。使用料は病院

にいくようにして話をしても良いと思う。公共交通に送迎するキスアンドライドと

いう方法もある。パークアンドライドやキスアンドライドができる場所を公表して

いくと良いのではないか。駐車場の確保と使い方の公表を行うと良い。 

委員：人口密度と利便性を考えると答えの出ない問題。デマンドタクシーも知り合い同士

で乗ってくれたらありがたいと思う。この地域のタクシー輸送実績は県で最低。車

で近くまで行ってバスや電車に乗る人が多い。無料で、というのは無理。関係者が

考えてやっていることに利用者が思いを馳せてくれているのかと感じる。 

会長：利用者としても、無料より料金がかかるほうが良いと思う。どのくらいにするのか

は難しいが、利用者の満足が上がればバスが維持されるという利点もある。 

委員：自由意見の中にコミュバスを求めるという意見があるが、コミュバスは菊川市が充

実している。菊川市との情報交換やどういう実施方法なのか知っているか。 

事務局：菊川市とは定期的に情報をやり取りしている。菊川市はハイエースタイプで運行、

土日は運行していない。参考になる部分がある。 

委員：乗り継ぎも便利で、地域の端から端まで移動できるので、牧之原市でもコミュニテ

ィバスを検討してもらえればと思う。 

会長：コミュバスとデマンドとの違いは、予約ありで走るかどうか。予約が必要なものを

デマンド。菊川市は予約しなくてもバス停に行けば乗れる。一方で定時定路線なの

で、ルート近くの人は乗れるが遠い人は難しい。デマンドは特定のルートに左右さ

れないという特徴がある。ルート上に人が張り付いているのであればコミュバスは

非常に有効。牧之原市は自主運行バスが市内をかなり走っている。菊川市は静鉄バ

スが１つしか走っていないので、それをカバーするためにコミュバスを使用してい

る。牧之原市の場合は、デマンドで面的にカバーしている。菊川市でもコミュバス

に乗れない人からデマンドをやってほしいという要望が出ている。 

委員：アローラインの時間が早すぎるので、乗れない人もいる。コミュバスのことを話し

たのは、どこかに自家用車を停めるのではなく、バスで移動する方法もあると考え

た。 

会長：デマンドをやっているので、需要をみながらバス路線を引いたときに見合うのか検

討してみるのもあり。利用者が少ないとバスを走らせるのは行政的に難しい。デマ

ンドのみでなく定時定路線も都度検討していく必要がある。コミュバスをやってい

るところでは、ドライバー不足で減便という話も聞く。 

委員：今後、路線をどうしていくか考えるときに、学校再編の影響が大きい。それがなか

なか見えないので、運転手をどこに配分していくか。新たな移動の需要が一気に出

てきたときに対応できるのか分からない。見えない中でどこまでやって良いのか分

からず、やりづらい。なるべく早く示してほしいし、来年度の計画の改訂にも入れ

込んでほしい。 

係長：学校再編は教育委員会部局で進めており、児童の足をそうするかと検討することが

必要。榛原だと令和 12 年に開校。教育委員会と地域振興課だけでなく、静鉄さん

を交えて話をしたい。学校再編について委員の皆さんに共有して検討してもらうの

も良いと思っている。 

副会長：榛原に１校、相良に１校建設していく中で、予算の段階で話が出ているのはスクー 

ルバスとして走らせるという話。そこも含めて進捗状況を説明する。 

会長：次の計画には間違いなく考慮する必要がある。 

 

 



（３）静岡空港・道の駅定額タクシー運行事業について（資料３） 

 事務局より説明（増田） 

 

 【質疑応答】 

委員：国際線は２時間前、国内線は１時間前に搭乗手続きが必要。どの便に乗るかをタク

シー会社が把握しておかないとトラブルになる可能性がある。 

会長：タクシーに乗って間に合わなかった場合にクレームに繋がることがあるので、事前

に確認しておいたほうが良い。 

委員：情報収集をする。 

委員：乗降場所には看板つけるのか。 

事務局：つける。 

委員：静岡空港のホームページや LINEでの広報はするのか。 

事務局：そこはまだ調整できていない。時刻表のリーフレットやサイネージに表示してもら

う。就航先にもチラシを置く。また、10 月に自治会行政連絡会の班組回覧でチラ

シを配布する。 

委員：産業祭のイベントでも PR したら良いと思う。タクシー業者さんはイベント参加で

きないか。 

委員：申し込みが多数で余裕がない状態。定額タクシーの電話があった際に１時間の猶予

をとってください、という確認くらいはできるが、飛行機に間に合わなかったとき

の責任はとれない。今のタクシー事情としては、タクシー車両が会社になければお

迎えに行けない。すぐに行くことができず、少し待ってもらうことをお願いするこ

ともある。受付の時間があるときには電話で定額タクシーのＰＲをしたい。 

会長：今のようにお客さんとコミュニケーションをとって、責任をとれという話にならな

いようにしていただければと思う。 

委員：空港は難しい。１日待機していても１本も仕事もないことがあった。地方空港を大

事にしないといけないのでやっている。 

委員：道の駅の混雑で待ち時間が発生すると思うが、そこについて考えているか。 

事務局：駅長と話をしている。道の駅の中にタクシー乗り場があるが、土日になると渋滞し

て中に入るのに時間がかかる。入る前にメーター運賃だけ上がってしまうことのな

いように臨機応変にやっていただく必要がある。 

委員：相当待つ人がいると思うので、そういったところも考えないとトラブルになる。 

 

 

（４）デマンド乗合タクシーの運行について（資料４、５） 

 事務局より説明（増田） 

 

 【質疑応答】 

委員：資料５について、デマンドの利用は金曜日が第１位とあるが、病院が多いのか買物

が多いのか。 

事務局：金曜日は、７割通院、３割買物。利用が多い場所としては、しずなみ・かわさき、

ほそえ号は榛原病院、石井皮膚科内科、玉井整形。これらは土曜日の午前もやって

いる病院になるので、金曜の予約の集中に効果があると良い。 

委員：病院に予約で通っている人が金曜日を指定していることもあるので、土曜に変更し

たとしてドクターがいるのか。患者にも協力してもらう必要がある。 

事務局：病院が曜日をずらせるかは確認しないといけない。相良の堀口外科医院は土曜日が

休み。相良の方では効果が薄いかもしれない。 

委員：医師が複数いる場合は、患者は医師を選ぶ。平日毎日というのは魅力的だが、タク

シー会社さんが対応できるのか。 

委員：一般客だけでなく、企業からの依頼もあるのでなんとも言えない。できるだけ午前

中にデマンドをやってもらっている。さがらひがし、にし号については、定着して

からの時間が短いので、お客さんに「金曜日は混むから火曜日が良いよ」という話



をし続けてようやく変わってきたところ。 

会長：資料５の裏面に記載していることは、一括で進めるよりもコミュニケーションを取

りながらやっていくことが大事かと思う。特に「３ 旧町単位の移動是正」はすぐ

にではなく、需要に対して供給が不足する可能性があるので、慎重に考える必要が

ある。 

 

会長：貴重な意見をいただいたので、来年度の計画改定に入れ込んでいく。事業案は 12

月の公共交通会議で承認を得ていくことになる。 

 

４ その他 

吉田町ぎゅっとカーの本格運行に係る承認について  

事務局より説明（増田） 

 

【質疑応答】 なし 

 

 

以上  


